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一
九
六
二
年
柴
田
ら
は
寒
天
ゲ
ル
電
気
泳
動
法
で
国
ウ
シ
よ
り
陰
極

側
に
あ
ま
り
濃
く
な
い
泳
動
稿
を
見
つ
け
た
。
そ
れ
は
函
ご
蜀
と
同
じ

場
所
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
出
す
甸
で
は
な
い
こ
と
が
ア
ル
カ
リ

変
性
試
験
で
証
明
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
同
じ
国
す
が
数
例
み
つ
か
っ

た
。
い
ず
れ
も
高
血
糖
を
有
し
て
い
た
。
そ
こ
で
「
糖
尿
病
患
者
の
血

液
に
見
ら
れ
る
異
常
血
色
素
様
成
分
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
日
本
血

液
学
会
雑
誌
、
閉
凸
曽
》
岳
包
に
報
告
し
た
。

同
じ
一
九
六
二
年
、
函
昌
め
日
四
口
と
ロ
○
胃
が
、
出
す
シ
辰
屑
が
二
～
三

倍
増
加
し
た
糖
尿
病
患
者
四
人
を
発
見
し
た
。

一
九
六
八
年
、
罰
昌
胃
崗
が
テ
ヘ
ラ
ン
大
学
で
一
二
○
○
人
の
血
液

を
寒
天
電
気
泳
動
法
で
し
ら
べ
二
人
か
ら
異
常
な
槁
を
発
見
し
た
。
二

人
は
糖
尿
病
患
者
で
あ
っ
た
。

そ
れ
よ
り
先
、
一
九
五
五
年
、
塵
昌
の
日
四
国
、
一
九
五
八
年
牌
言
巴
①
禺

ら
が
陽
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
り
国
ず
の
微
少

成
分
を
分
析
し
た
。

テ
ヘ
ラ
ン
の
詞
巴
号
曾
は
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
異
常
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

た
。
三
年
間
は
虚
し
く
過
ぎ
て
い
っ
た
。
日
本
に
は
異
常
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
は
無
い
の
か
？
そ
こ
で
日
本
血
液
学
会
雑
誌
の
第
一
巻
か
ら
つ
ぶ

さ
に
調
べ
た
と
こ
ろ
、
異
常
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
疑
い
が
持
た
れ
る
幾
つ

か
の
論
文
が
見
つ
か
っ
た
。
岩
手
の
黒
血
症
が
そ
の
一
つ
で
、
こ
れ
を

十
年
来
研
究
し
て
い
た
岩
手
医
科
大
学
の
田
村
教
授
か
ら
患
者
血
液
を

頂
き
、
異
常
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
日
本
最
初
の

異
常
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
で
国
丘
冨
冒
胃
①
と
呼
ば
れ
、
角
電
函
耐
↓
弓
弓

と
決
定
さ
れ
た
。

一
九
六
二
年
陸

精
神
障
害
の
病
因
は
、
い
ま
だ
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
精
神
医
学
に

お
い
て
、
疾
患
単
位
は
臨
床
像
と
経
過
、
薬
物
反
応
性
に
よ
っ
て
規
定

さ
れ
て
き
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｓ
Ｍ
（
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
会
診
断
基
準
）

を
見
て
も
、
徐
々
に
時
に
（
Ｄ
Ｓ
Ｍ
‐
Ⅷ
）
革
命
的
に
疾
患
概
念
は
変

化
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
障
害
の
歴
史
的
変
遷
を
知
る

事
は
、
精
神
障
害
の
本
質
を
見
失
わ
な
い
た
め
に
、
ま
た
障
害
構
造
を

深
く
理
解
す
る
上
で
大
変
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
こ
こ
で
は
、
統
合
失

調
症
、
双
極
性
障
害
、
パ
ニ
ッ
ク
障
害
と
三
つ
の
代
表
的
障
害
の
歴
史

を
通
し
て
、
精
神
医
学
に
お
け
る
障
害
史
の
臨
床
的
意
義
を
検
証
し
て

い
き
た
い
。
ち
な
み
に
統
合
失
調
症
と
は
か
っ
て
の
精
神
分
裂
病
で
あ

り
、
双
極
性
障
害
と
は
躁
う
つ
病
の
こ
と
で
あ
り
、
パ
ニ
ッ
ク
障
害
と

は
か
っ
て
の
発
作
性
の
不
安
神
経
症
の
こ
と
で
あ
る
。

統
合
失
調
症
は
時
代
的
に
変
遷
し
て
き
て
い
る
。
十
八
世
紀
は
緊
張

研
究
者
と
協
同
し
て
、
国
ご
沙
門
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
た

二
九
六
九
）
・

国
匡
目
］
、
の
豐
呂
は
出
す
シ
【
は
β
鎖
の
ぐ
里
の
ｚ
願
に
ブ
ド
ウ
糖

が
結
合
し
て
い
る
こ
と
を
化
学
的
に
証
明
し
た
二
九
七
五
）
・

要
す
る
に
函
ウ
シ
門
は
一
九
六
二
年
、
柴
田
進
ら
と
四
匡
耐
白
目
］
と

ロ
（
）
男
に
よ
っ
て
、
各
々
独
立
に
、
高
血
糖
よ
り
発
見
さ
れ
た
。

（
平
成
十
六
年
九
月
例
会
）
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に
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史
の
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的
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義
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病
型
が
、
十
九
世
紀
は
妄
想
型
が
、
二
○
世
紀
は
解
体
型
（
か
っ
て
の

破
瓜
型
）
が
主
流
で
あ
っ
た
。
統
合
失
調
症
は
徐
々
に
軽
症
化
し
て
き

て
お
り
、
緊
張
病
性
興
奮
や
荒
廃
型
は
ほ
と
ん
ど
見
な
く
な
っ
た
。
こ

れ
は
統
合
失
調
症
患
者
に
対
す
る
、
社
会
的
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
し
て
き

て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
社
会
的
因
子
で
軽
症
化
し
て
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
統
合
失
調
症
の
病
態
や
治
療
を
考
え
る
上
で
大

変
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
例
え
ば
、
薬
物
療
法
だ
け
で
な
く
、
心
理
社

会
的
治
療
の
有
用
性
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

双
極
性
障
害
は
時
代
的
変
遷
を
し
て
い
な
い
障
害
で
あ
る
。
双
極
性
障

害
は
、
す
で
に
紀
先
前
五
世
紀
に
ギ
リ
シ
ャ
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
っ

て
汪
確
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
其
の
症
状
は
現
代
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
り
が
無
い
。
興
味
深
い
こ
と
は
、
同
時
に
痛
風
と
の
関
連
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
現
代
、
抗
痛
風
薬
の
中
か
ら
炭
酸
リ
チ
ウ
ム
が
双
極

性
障
害
の
第
一
治
療
薬
に
な
っ
て
き
た
の
は
、
単
な
る
歴
史
上
の
偶
然

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
双
極
性
障
害
の
病
因
を
考
え
る
上
で
、
障
害

史
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
障
害
史
を
見
て
い
な
い
と
、
見
当
違
い
な
病

因
を
掘
り
下
げ
て
行
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
パ
ニ
ッ
ク
障
害
は
、

Ｄ
Ｓ
Ｍ
‐
Ⅲ
が
作
ら
れ
る
中
で
、
乳
酸
の
投
与
で
人
工
的
に
不
安
発
作
が

誘
発
さ
れ
る
こ
と
と
、
抗
う
っ
薬
の
イ
ミ
プ
ラ
ミ
ン
に
よ
っ
て
不
安
発

作
が
抑
制
さ
れ
る
と
い
う
生
物
的
エ
ビ
デ
ン
ス
か
ら
、
心
理
的
要
因
で

起
こ
る
と
さ
れ
た
不
安
神
経
症
を
否
定
し
、
取
っ
て
代
わ
る
障
害
概
念

と
し
て
登
場
し
て
き
た
。
そ
れ
で
も
、
パ
ニ
ッ
ク
障
害
の
前
身
で
あ
る

フ
ロ
イ
ト
の
不
安
神
経
症
や
、
森
田
正
馬
の
発
作
性
神
経
質
の
歴
史
的

障
害
概
念
の
変
遷
史
を
知
る
事
は
、
障
害
構
造
を
理
解
す
る
上
で
も
、

治
療
上
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
。

「
’
一
十
一
世
紀
の
本
居
胄
一
長
」
展

平
成
十
六
年
九
月
十
八
日
か
ら
十
一
月
七
日
ま
で
、
川
崎
市
市
民

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
「
二
十
一
世
紀
の
本
居
宣
長
ｌ
学
問
・
交
流
・
情
報
」

と
題
し
て
、
本
居
宣
長
の
業
績
を
関
連
資
料
と
共
に
展
示
し
た
。

な
ぜ
「
二
十
一
世
紀
の
…
…
」
と
銘
打
っ
た
か
、
疑
問
に
思
っ
た
が
、

主
催
者
は
、
宣
長
が
伊
勢
松
坂
（
今
の
三
重
県
松
阪
市
）
を
ほ
と
ん
ど

出
る
こ
と
無
く
、
門
人
や
書
籍
な
ど
か
ら
情
報
を
得
て
、
広
い
世
界
で

活
躍
し
て
い
る
の
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
現
代
の
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
の
仕
方
と
同
じ
と
い
う
。
ま
た
、
地
理
・
考
古
．

言
語
・
医
学
・
文
学
・
和
歌
・
謡
曲
演
奏
と
そ
の
分
野
の
広
さ
は
現
代

の
マ
ル
チ
人
間
の
先
駆
け
と
な
っ
て
い
る
。
現
代
と
相
通
じ
る
も
の
が

あ
り
、
我
々
二
十
一
世
紀
の
人
間
が
宣
長
に
学
ぶ
べ
き
も
の
が
多
い
。

こ
の
展
覧
会
で
は
五
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一

セ
ク
シ
ョ
ン
の
「
宣
長
思
想
の
系
譜
ｌ
好
信
楽
ｌ
」
で
は
、
宣
長
が

「
百
科
全
耆
的
思
考
」
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
そ
の
萌
芽
が
十

代
の
頃
、
現
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
入
口
の
正
面
に
は
、
宣

長
が
十
七
歳
の
時
に
描
い
た
日
本
地
図
「
大
日
本
大
絵
図
行
程
記
」
が

目
に
つ
く
。
陸
路
と
海
路
が
朱
書
さ
れ
、
宿
駅
が
細
か
く
記
さ
れ
て
い

消
息
一

（
平
成
十
六
年
九
月
例
会
）


